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事業活動の紹介

◆イトマン株式会社の研究調査成果

研究調査テーマ名 医療・介護現場における感染制御及び負担軽減のための紙製ディスポーザブル容
器の開発及び事業化

実 施 期 間 令和３年４月～令和４年２月

企 業 名 イトマン株式会社

研 究 調 査 概 要 

　感染症の脅威は増々大きくなり、色々な対策が継続して行われる状況の中、感染
症対策に重要な医療介護用「リユース容器」が「使い捨て（ディスポーザブル）容器」
に置き替わる市場を目標に、「便器」「尿器」「吐瀉物用容器」３品の上市を行った。
今後は「紙製の使い捨て容器」の商品化を目指す。

研 究 調 査 成 果

【本研究内容に関する問合せ先】
愛媛県四国中央市金生町下分680番地
イトマン株式会社
（URL: https://e-itoman.jp）

担当：デザイン推進部　中西 華子
TEL：06-6948-5669
E-mail：nakanishi@e-itoman.jp

（上市した３品）

図３. 吐瀉物用容器（ガーグルベースン）

　2年以上にも渡るコロナ禍で感染症に対する様々な対策が医療や介護現場にて
実施されている昨今ではあるが、これらの現場で排泄物や吐物を入れる様々な形状
の容器は依然として主にプラスチック製の「リユース容器」が使用されているものの、
有効な感染症対策として既存の容器が「使い捨て（ディスポーザブル）容器」に次第
に置き替わってゆき、ディスポーザブル容器の市場が拡がっていくことが予想される。
それに加え現在の日本においては、感染源となる排泄物や吐物を処理した後の容器
を医療従事者や介護従事者が用手洗浄している病院・施設が圧倒的に多く、現場
で過度の負担を強いられている。将来的には現場の負担軽減と医療・介護従事者の
絶対的人員確保の観点から欧米で普及率の高い汚物処理器「マセレーター」が日
本の病院介護施設に於いても徐々に使用拡大していくであろうという予測の下、「紙
製ディスポーザブル容器」の開発を進めた。

図1. 便器 図２. 尿器

◆株式会社コスモ工房の研究調査成果

研究調査テーマ名 新しい意匠性を有する竹集成材とその製造方法の開発

実 施 期 間 令和３年４月～令和４年２月

企 業 名 株式会社コスモ工房

研 究 調 査 概 要 

　これまでの竹集成材は、竹ラミナの繊維方向が一定になるラミナ配置を基本に製
造され、意匠性のバリエーションは限られていた。しかし現在、価値観の多様化が進
展し「他の人とは違うもの」が必要とされている。このような背景の中、竹集成材の新
しい意匠性を持つ竹集成材の開発に取り組んだ。

研 究 調 査 成 果

【本研究内容に関する問合せ先】
高知県高知市仁井田字新築4650
株式会社コスモ工房
（URL: http;//cosumo-kobo.jp）

担当：取締役　岡村 りか
TEL：088-847-1823
E-mail：k.cosumo@rice.ocn.ne.jp

開発した竹集成材

　本研究では、次のような3種の竹集成材の製造方法を確立し、新しい意匠性の竹
製品を提案することができた。
①竹ラミナを放射状に配置し目柄が美しい「放射断面集成材」
　曲線加工を行った際の目柄が美しく、店舗向けの竹高級内装材などへの活用を検
討する。
②自由な曲面と平面強度高さが両立する「自由湾曲竹集成ボード」
　自由な曲線と強度の両立により、構造意匠材としての活用を検討する。
③加熱による自然な色の組合せによる「二色多段集成ブロック」
　趣味性の高い意匠で、キッチン用品、文具、玩具などへの活用を検討する。




